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春
の
日
に
人
生
と
い
う

 〝
道
〟を
想
う私

た
ち
が
日
常
的
に
使
う
─
─
例
え

ば
「
道
が
ひ
ら
け
る
」「
茨
の
道
」
と

い
っ
た
言
葉
も
「
道
」
の
部
分
を
そ

の
ま
ま
「
人
生
」
に
置
き
換
え
ら
れ

る
た
と
え
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
に
進
む
と
、
素
晴
ら
し
い
出
来

事
も
あ
る
し
、
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
平
坦
で
走
り
や
す
い
道
も

あ
れ
ば
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
で
こ
ぼ

こ
道
も
あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
ひ
と
つ
の
道
を
選
ん
だ
ら
、

同
時
に
も
う
ひ
と
つ
の
道
を
進
む
と

い
う
選
択
は
で
き
な
い
と
い
う
点
も

人
生
と
道
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
「
急
が
ば
回
れ
」。
こ

こ
ろ
や
か
ら
だ
が
疲
れ
た
ら
、
無
理

せ
ず
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
ひ
と

休
み
、
ど
う
し
て
も
目
的
地
が
霧
で

見
え
な
い
場
合
は
違
う
道
に
変
更
し
、

迂
回
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
は
道
も
人
生
も
困
っ
た
時
、
周

り
を
見
回
せ
ば
必
要
な
「
こ
と
」
や

「
も
の
」
が
揃
っ
て
い
る
時
代
。
ド

ラ
イ
ブ
中
の
休
憩
に
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
施
設
で
遊
び
、
滋
味
溢
れ
る

食
事
を
楽
し
み
、
信
念
や
、
矜
持
を

心
に
抱
き
な
が
ら
も
、
ゆ
っ
た
り
と

歩
ん
で
い
く
─
─
ま
だ
見
ぬ
先
に
ど

ん
な
道
が
待
っ
て
い
よ
う
と
も
、
ゆ

と
り
を
持
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　

春
は
ス
タ
ー
ト
の
時
季
。
新
し
い

出
会
い
も
あ
れ
ば
、
仲
の
良
い
友
人

や
先
輩
と
の
別
れ
も
あ
り
、
う
き
う

き
し
た
り
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
か
っ
た

り
…
…
悲
喜
こ
も
ご
も
で
す
。

　

そ
れ
で
も
陽
光
降
り
注
ぎ
、
若
葉

芽
吹
く
こ
の
時
季
は
長
い
人
生
に

〝
活
力
〟
を
与
え
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

や
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

人
生
は
よ
く
〝
道
〟
に
た
と
え
ら

れ
ま
す
。

　

近
代
木
彫
の
礎
を
築
き
「
老
猿
」

の
作
者
で
あ
る
高
村
光
雲
を
父
に
持

ち
、
自
ら
も
彫
刻
家
で
「
智
恵
子

抄
」
を
書
い
た
詩
人
と
し
て
も
有
名

な
高
村
光
太
郎
の
詩
「
道
程
」。

　

発
表
さ
れ
た
当
初
は
１
０
０
行
以

上
の
詩
で
し
た
。
そ
れ
が
数
カ
月
後

に
は
、
わ
ず
か
９
行
の
詩
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
が
「
僕
の
前
に
道
は
な
い

／
僕
の
後
ろ
に
道
は
出
来
る
」
で
始

ま
り
、「
こ
の
遠
い
道
程
の
た
め
／
こ

の
遠
い
道
程
の
た
め
」（「
道
程
」
よ
り

引
用
）
で
終
わ
る
誰
も
が
一
度
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
有
名

な
詩
で
す
。
こ
の
数
行
の
み
と
な
っ

た
詩
に
、
光
太
郎
の
ど
ん
な
思
い
を

感
じ
る
で
し
ょ
う
か
？

「
人
生
」
を
「
道
」
と
い
う
言
葉
に
託

し
た
表
現
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
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日
本
で
初
め
て
の
高
速
道
路
が
開
通

し
た
の
は
１
９
６
３
年
７
月
、
名
神
高

速
道
路
の
栗
東
Ｉ
Ｃ
（
滋
賀
県
）
―
尼

崎
Ｉ
Ｃ
（
兵
庫
県
）
間
の
71
・
１
キ
ロ

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
61
年
、
高
速
道
路

の
総
延
長
は
約
９
３
０
０
キ
ロ
（
道
路

統
計
年
報
２
０
２
２
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
で
こ
そ
、
日
本
の
高
速
道
路
網
は

全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
国
内
の
物
流

を
支
え
て
い
る
が
、
１
９
６
０
年
代
ま

で
日
本
の
道
は
未
舗
装
路
が
多
く
、
欧

米
諸
国
か
ら
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い

た
。

　

名
神
高
速
道
路
の
建
設
に
先
立
ち
、

政
府
が
招
い
た
世
界
銀
行
の
ワ
ト
キ
ン

ス
調
査
団
は
１
９
５
６
年
、
そ
の
調
査

結
果
に
「
日
本
の
道
路
は
信
じ
が
た
い

ほ
ど
悪
い
。
工
業
国
に
し
て
、
こ
れ
ほ

ど
完
全
に
そ
の
道
路
網
を
無
視
し
て
き

た
国
は
ほ
か
に
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

　

日
本
が
道
路
後
進
国
と
な
っ
た
の
は
、

明
治
期
以
降
、
政
府
が
鉄
道
敷
設
を
優

先
し
、
財
政
面
な
ど
の
理
由
で
道
路
整

備
を
後
回
し
に
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
、
江
戸
と
各
地

を
結
ぶ
街
道
が
整
備
さ
れ
、
人
々
の
往

来
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
の
手
段
は

徒
歩
で
あ
り
、
欧
米
の
よ
う
に
馬
車
が

導
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
道
路
舗
装

が
遅
れ
た
。
ワ
ト
キ
ン
ス
調
査
団
の
調

査
後
、
高
速
自
動
車
国
道
法
が
制
定
さ

れ
、
冒
頭
の
名
神
高
速
道
路
開
通
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
１
９
６
５

年
に
名
神
高
速
道
路
が
全
通
、
１
９
６

９
年
に
東
名
高
速
道
路
が
全
通
、
１
９

８
２
年
に
中
央
自
動
車
道
が
全
通
、
１

９
８
３
年
に
中
国
自
動
車
道
が
全
通
し
、

日
本
の
縦
貫
道
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
。

　

こ
の
高
速
道
路
網
の
整
備
と
歩
調
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
経
済
は
急
成
長
し
、

生
活
も
豊
か
に
な
っ
た
。
経
済
活
動
に

貨
物
輸
送
は
欠
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

の
輸
送
を
支
え
る
高
速
道
路
が
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

現
在
、
高
速
道
路
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。
産
地

か
ら
農
産
物
や
水
産
物
を
全
国
に
届
け

た
り
、
地
域
経
済
の
促
進
や
雇
用
に
つ

な
が
る
工
業
団
地
の
誘
致
を
促
し
た
り
、

人
々
の
観
光
や
帰
省
の
際
の
「
大
動
脈
」

と
し
て
の
役
割
の
ほ
か
、
気
候
変
動
で

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
地
震
な
ど
に

際
し
て
は
、「
命
の
道
」
と
し
て
救
急
搬

送
や
各
地
か
ら
の
支
援
路
・
迂
回
路
と

し
て
役
割
を
果
た
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
先
進
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
急
速
な
進
歩
に
応
じ
た
変
化
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

西
日
本
エ
リ
ア
の
高
速
道
路
を
運
営

す
る
「
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

（NEXCO

西
日
本
）」
は
今
後
、
自
動
運

日
本
は
道
路
後
進
国
だ
っ
た

デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の
対
応

暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
大
動
脈

高
速
道
路
の
事
始
め
と
未
来

日
本
国
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

高
速
道
路
の
総
延
長
は
約
９
３
０
０
キ
ロ

た
だ
、そ
の
歴
史
は
意
外
と
短
く

国
内
最
初
の
高
速
道
路
が
開
通
し
た
の
は
１
９
６
３
年

最
初
の
開
通
区
間
は
名
神
高
速
道
路
の

栗
東
Ｉ
Ｃ（
滋
賀
県
）―
尼
崎
Ｉ
Ｃ（
兵
庫
県
）

そ
の
区
間
を
含
む
関
西
の
高
速
道
路
を
訪
ね
て
み
た

1963年7月の名神高速道路開通式（京都南IC付近）の様子 完成の喜びが伝わってくる

開通当時の名神高速道路・京都南IC―京都東IC間
（山科付近） 高速道路を走るために北海道や九州から
マイカーで来る人もいたという

上空から見た開通時の名神高速道路・大津SA付近 この後、高速道路網は急速に張り巡らされ、日本経済も発展していった
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転
な
ど
「CA

SE

」
と
呼
ば
れ
るCon-

nected

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）、A

uto-
nom
ous

（
自
動
化
）、Shared &

 Ser-
vice

（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
＆
サ
ー
ビ
ス
）、

Electric

（
電
動
化
）
の
進
展
に
合
わ
せ

た
機
能
拡
充
を
計
画
し
て
い
る
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
先
頭
の
ト
ラ
ッ

ク
車
両
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
後
続
車
両

を
一
緒
に
追
従
走
行
さ
せ
る
「
後
続
車

無
人
隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
」
だ
。
現
在
、

新
名
神
高
速
道
路
で
は
安
全
で
円
滑
な

走
行
空
間
の
確
保
を
目
的
に
６
車
線
化

を
進
め
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
こ
の

走
行
シ
ス
テ
ム
の
実
現
も
見
据
え
て
い

る
。
ほ
か
に
も
、
よ
り
き
め
細
や
か
な

交
通
状
況
の
提
供
の
整
備
な
ど
、
自
動

運
転
の
実
用
化
を
視
野
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
電
気
自
動
車
の
普
及

促
進
を
見
据
え
、
高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・

Ｐ
Ａ
へ
の
充
電
設
備
の
整
備
も
進
め
て

い
る
。

　

NEXCO

西
日
本
関
西
支
社
・
広
報
課

課
長
代
理
の
富
樫 

ゆ
り
香
さ
ん
は
「
時

代
に
合
わ
せ
た
対
応
と
い
う
こ
と
で
は
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
料
金
所

や
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
、
遮
音
壁
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
開
通
か
ら
61
年
が
経

つ
こ
と
で
の
老
朽
化
対
策
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
ん
で
い
る
と

い
う
。

「
レ
ー
ン
マ
ー
ク
一
つ
に
し
て
も
、
消

え
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
維
持
管
理
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自
動
運

転
化
が
進
め
ば
今
ま
で
以
上
に
重
要
な

情
報
に
な
り
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

ほ
か
に
も
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
は
地
域
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
快
適
な

ト
イ
レ
の
設
営
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
疲
労

回
復
の
た
め
の
シ
ャ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
設
置
を
進
め
て
い
る
。

　

NEXCO

西
日
本
に
入
社
し
て
1
年
目

の
同
広
報
課
・
小
北 

有
希
さ
ん
は
「
私

は
実
家
が
大
阪
府
に
あ
り
、
学
生
の
頃
、

家
族
で
近
く
の
宝
塚
北
Ｓ
Ａ
に
行
っ
た

時
は
驚
き
ま
し
た
。（
宝
塚
歌
劇
を
ベ
ー

ス
に
し
た
）
宝
塚
モ
ダ
ン
な
造
り
で
、

ほ
か
に
は
な
い
Ｓ
Ａ
で
感
激
し
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

NEXCO

西
日
本
へ
就
職
し
た
の
も
、
利

用
者
か
ら
「
推
し
」
に
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
事
業
開
発
に
携
わ

り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ

そ
う
だ
。

　

た
だ
、
実
際
に
入
社
し
、
災
害
や
事

故
に
よ
る
通
行
止
め
対
応
を
経
験
す
る

こ
と
で
、「
24
時
間
３
６
５
日
当
た
り
前

に
使
え
る
高
速
道
路
」
を
維
持
す
る
た

め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
尽
力
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
意
識
が
変
わ
っ
て
き

た
と
い
う
。

「
今
は
、
高
速
道
路
の
安
全
・
安
心
を

守
る
保
全
事
業
に
も
携
わ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

富
樫
さ
ん
は
「
社
員
に
は
使
命
感
を

持
っ
た
者
が
多
い
で
す
。
高
速
道
路
は

建
設
か
ら
始
ま
り
運
用
・
管
理
ま
で
、

数
え
切
れ
な
い
人
々
の
努
力
の
結
晶
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
未

来
へ
こ
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

人
々
の
努
力
の
結
晶

こ
の
バ
ト
ン
を
未
来
へ

NEXCO西日本ではもともと建設・技術系の業務に長年携わり、現在は広報課に勤務。高速道
路が完成し、地域の方に「これから便利になる」と喜んでもらった時や、災害時、自衛隊の緊急車
両が支援物資を運んでいる場面に立ち会った時などは特にやりがいや使命感を抱いたという。

入社1年目。広報課所属で、実際の利用者との接点はまだ少ないが、生活の基盤となる物流を
支えていることにやりがいを感じている。阪和自動車道4車線化の着工式で、地元の方から「（地
域の活性化につながるので）楽しみにしています」と声を掛けてもらえたことがうれしかったと話す。

富樫 ゆり香さん（右）

小北 有希さん（左）

西日本高速道路株式会社（NEXCO西日本） 関西支社
総務企画部広報課 課長代理

西日本高速道路株式会社（NEXCO西日本） 関西支社
総務企画部広報課

名神高速道路開通当時の大津SA（滋賀県） 
1963年7月に開業した日本で初めてのSAだ

省
力
化
や

自
動
運
転

未
来
に
も

対
応
し
て
い
く

参考資料：「高速道路と自動車」第56巻第7号（2013年7月） 「知れば知るほどおもしろい 日本の道路がわかる事典」（著：浅井 建爾 日本実業出版社刊）
 「道路の日本史」（著：武部 健一 中公新書）

化学品などの危険物を取り扱う若手も多く一体感のある職場
　化学品・危険物関係をメインに、一般貨物
も含めた物流を業務とするロジスティードケミ
カル株式会社関西物流センターはJR尼崎駅

（兵庫県尼崎市）から徒歩10分弱の工場や
商業施設、団地などが混在した場所にある。
　「従業員のほとんどは電車での通勤者で、
近隣からの自転車通勤者も多いです。これだ
け駅から近い物流センターは珍しいと思いま

す」とセンター長の酒井 敬一さんは話す。ま
た名神高速・尼崎ICが近いほか、阪神高速
も近くにあり、顧客へのアクセス・配送にも利
便性が高い。
　主要顧客は印刷インキや有機顔料などで
世界トップシェアを誇る化学メーカーで、その
化学品原料や印刷関連のインキなどの保
管・輸配送を行っている。危険物乙種第4類
を扱うので、納品先によってはドライバーも同
類の危険物取扱者の資格が必要になる。消
防法により保管できる数量にも上限があるの
が危険物取り扱いの特長だ。

　職場は若手が多く活躍しており、20〜30
代の従業員が10名ほどいる。その上の年代
は50代がメインになるが、年齢は関係なく、
退社後に一緒に飲みに行くこともよくある。
近くにはいい居酒屋が多いそうだ。「（飲み会
の場では）なんでも話せて楽しいですよ」と言
うのは2020年入社の森田 千尋さんだ。
　そんな一体感のある関西物流センターだ
が、周辺への安全対策などの理由で移転が
決まっている。一般貨物のセンターは大阪市、
危険物のセンターは京都府亀岡市と分かれ
るが、また新たなスタートが待っている。

ロジスティードケミカル株式会社 第一事業本部 西日本営業部 関西物流センター

住所 兵庫県尼崎市潮江5-1-11

電話 06-6482-1560

従業員数　40名

車両台数（入出荷台数） 約80台／1日

DATA

上／インキが入ったト
ートタンク。新聞社へ
納入し印刷用に使わ
れる。トートタンクはま
た回収され、何度もリ
ユースされる 右／ド
ラムクリッパーを装着
したフォークリフトでド
ラム缶を運ぶ

左からセンター長の酒井 敬一さん・構内係係長の吉本 健司さん・
配送係の丸山 太一さん・業務係の森田 千尋さん

未来に伸びていく新名神高速道路
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○住 大阪府吹田市千里万博公園
○営 9:30～17:00
　（入園時間は閉園の30分前まで）
○料 自然文化園・日本庭園共通入園券 
　一般大人260円、小・中学生80円
※太陽の塔の内部見学は事前予約制
　（当日、空きがあれば当日券も販売）
　別途料金が必要
○休 水曜（水曜が祝日の場合は直後の平日）
※4月1日～GWまで・10月・11月は無休

突
っ
切
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の

参
道
と
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
道

路
を
掘
り
下
げ
る
設
計
が
行
わ
れ
た
。

参
道
も
一
部
の
高
さ
を
上
げ
た
た
め
、

参
道
を
支
え
る
石
垣
を
元
通
り
に
す
る

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
京
都
方
面
、桂
川
Ｐ
Ａ（
上
り
線
）
に

は「
名
神
起
工
の
地
」
の
説
明
プ
レ
ー
ト

が
あ
る
。実
際
の「
起
工
の
地
」碑
は
桂
川

Ｐ
Ａ
か
ら
北
東
約
9
キ
ロ
の
京
都
山
科

の
中
央
分
離
帯
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
方
面
に
向
か
い
、
吹
田
Ｉ
Ｃ
で

降
り
れ
ば
万
博
記
念
公
園
は
す
ぐ
そ
ば

だ
。
１
９
７
０
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て

開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
跡
地
が
公
園
と

な
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
舘
の
一
部
と
し

て
建
て
ら
れ
た
「
太
陽
の
塔
」
は
今
も

威
容
を
保
ち
、内
部
の
観
覧
が
可
能
だ

（
事
前
予
約
制
）。

　

ま
た
、
新
名
神
高
速
道
路
の
宝
塚
北

Ｓ
Ａ
も
目
的
地
と
な
る
Ｓ
Ａ
の
一
つ
。

２
０
１
８
年
に
開
業
し
、
西
日
本
最
大

の
店
舗
棟
面
積
、
最
大
級
の
駐
車
台
数

を
誇
る
。「
宝
塚
モ
ダ
ン
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
建
物
が
特
徴
的
で
、
宝
塚
歌

劇
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
、
宝
塚
ゆ
か
り
の

漫
画
家
・
手
塚
治
虫
が
描
い
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
火
の
鳥
」「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の

ト
ピ
ア
リ
ー
（
庭
木
を
彫
刻
的
に
仕
立

て
た
も
の
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
最
初
の
高
速
道
路
が
開
通
し

た
栗
東
Ｉ
Ｃ
―
尼
崎
Ｉ
Ｃ
間
。
こ
の
区

間
を
含
む
滋
賀
県
か
ら
兵
庫
県
の
高
速

道
路
を
走
っ
て
み
る
と
、
そ
の
歴
史
に

触
れ
ら
れ
る
見
ど
こ
ろ
が
数
多
く
あ
る
。

　

ま
ず
は
大
津
Ｓ
Ａ
。
１
９
６
３
年
7

月
の
高
速
道
路
開
通
と
と
も
に
開
業
し

た
日
本
初
の
Ｓ
Ａ
だ
。
当
時
は
食
堂
・

給
油
所
・
自
動
車
修
理
所
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
当
時
は
高
速
走
行
で

オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
す
る
よ
う
な
自
動
車

故
障
も
あ
り
、
Ｓ
Ａ
に
修
理
所
が
設
置

さ
れ
て
い
た
の
だ
。
食
堂
に
は
コ
ー

ヒ
ー
（
60
円
）、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（
１
３

０
円
）、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
（
４
５
０

円
）
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
。

　

大
津
Ｓ
Ａ
か
ら
彦
根
方
面
へ
向
か
い
、

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
少

し
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
西
明
寺
で
は
、

お
寺
に
向
か
う
参
道
の
下
を
名
神
高
速

道
路
が
走
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
周
辺

環
境
に
調
和
す
る
高
速
道
路
建
設
を
め

ざ
し
た
当
時
の
設
計
思
想
を
感
じ
と
れ

る
。
道
路
の
建
設
計
画
で
国
宝
の
本
堂

や
三
重
塔
も
持
つ
西
明
寺
の
参
道
を

上／「宝塚モダン」な建物 
下右／漫画界の巨匠・手塚
治虫は宝塚市出身。人気
作品のキャラクター「リボン
の騎士・サファイア」の等身
大フィギアも展示されている 
下中／見どころでもある「ト
イレ」の入口 下左2点／こ
こでしか会えない「鉄腕アト
ム」のトピアリー（左）と播州
牛を使用した名物お宝ぼっ
かけ丼（右）

右／桂川PA（上
り線）にある「名神
起工の地」の説明
プレート
下／大津SA（下
り線）の「パヴァリ
エびわ湖大津」に
はドライバーズコー
ナーがあり、シャ
ワーも浴びられる

湖東三山の一つ、滋賀県犬上郡甲良町にある西明寺の参道付近。奥へ進んだ本堂と三重塔は国宝
に指定されている。参道（左下写真）の下には名神高速道路（右下写真）が走っている。日本道路公団

（当時）はこの景観を損なわないよう道路設計を行った。

高
速
道
路
の

歴
史
を
感
じ
な
が
ら

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
！

大津
SA

宝塚北
SA

大津SAから琵琶湖を望んだ光景。比叡山や大津市街も一望できる大津SAは開業から何度かリニューアルが重ねられている。現在は
「恋人の聖地」認定も受け、上り線にはハート型モニュメント「結You＋I」がある。下り線の「パヴァリエびわ湖大津」では西日本各地の
銘品を購入することができる。

上／「宝塚モダン」な建物 
下右／漫画界の巨匠・手塚
治虫は宝塚市出身。人気
作品のキャラクター「リボン
の騎士・サファイア」の等身
大フィギアも展示されている 
下中／見どころでもある「ト
イレ」の入口 下左2点／こ
こでしか会えない「鉄腕アト
ム」のトピアリー（左）と播州
牛を使用した名物お宝ぼっ

宝
塚
北
Ｓ
Ａ
で﹁
宝
塚
﹂気
分
を

万博記念公園

Sightseeing Spot in Osaka

宝塚市中心部「花のみち」周辺の南欧風景観をイメージした「宝塚モダン」をコンセプトに建てられている新名神高速道路の宝塚北SA。宝塚歌劇グッズや手塚治虫グッズの
買い物なども楽しめるが、もう一つの見どころは「トイレ」。女性用トイレはシャンデリアがあしらわれた優雅な空間になっており、パウダールームやドレッシングルームもある。

参考資料：「東名・名神高速道路の不思議と謎」（著：山形 みらい 実業之日本社刊）

日本初のSA

宝塚モダンな
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材料（２人分）

●牛乳 150ml（豆乳、アーモンドミルク、

　 コーヒー牛乳でも良いが、コーヒー牛乳の場合、

　 砂糖の量を少なめに調整する）

●玉子  １個

●砂糖 大さじ1.5

●小麦粉 大さじ1.5

●バナナ １本

●粉糖 適量（なくても良い）

ラ
ン
〟
と
い
う
の
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
、
溶
い
た
玉
子
に
牛
乳
と

砂
糖
を
混
ぜ
た
液
状
の
も
の
を
器
な
ど

に
入
れ
て
蒸
し
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

同
じ
材
料
で
で
き
る
プ
リ
ン
も
簡
単
に

作
れ
る
の
で
す
が
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
て

冷
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
カ

ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
も
作
る
と
な
る
と
も
う

少
し
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
ミ
ル
ク
フ
ラ
ン
は
、

小
麦
粉
を
加
え
て
い
る
の
で
、
ス
フ
レ

の
よ
う
に
ふ
わ
っ
と
し
た
仕
上
が
り
で
、

で
き
た
て
を
食
べ
て
も
美
味
。
思
い
立

っ
た
時
に
作
っ
て
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る

の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

簡
単
で
す
が
、
小
麦
粉
が
ダ
マ
に
な

ら
な
い
よ
う
、
泡
立
て
器
で
し
っ
か
り

攪
拌
し
て
滑
ら
か
な
液
体
に
す
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
。
カ
ス
タ
ー
ド
味
な
の
で
、

合
わ
せ
る
果
物
は
バ
ナ
ナ
だ
け
で
な
く
、

イ
チ
ゴ
・
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

な
ど
な
ん
で
も
合
い
ま
す
。
缶
詰
を
使

っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
牛
乳
の

代
わ
り
に
豆
乳
や
ア
ー
モ
ン
ド
ミ
ル
ク
、

コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
を
利
用
す
る
の
も
い
い

で
し
ょ
う
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
の
せ

た
り
、
ナ
ッ
ツ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ト

ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
と
余
っ
て
い
る
食
材

を
使
っ
て
ア
レ
ン
ジ
も
い
ろ
い
ろ
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

簡
単
ミ
ル
ク
フ
ラ
ン

エコレシピ

賞味期限間近の

バナナ・
牛乳・卵

4vol.

作り方
❶ボウルに玉子を割り入れ、砂糖、小麦粉を加えて

　ダマにならないよう泡立て器でしっかり混ぜる

❷牛乳を少しずつ加えながらさらに混ぜて滑らかにする

❸耐熱の皿に１㎝幅の輪切りにしたバナナを並べ、

　上から②を流し入れる

❹500〜600Wの電子レンジで4分前後加熱する。

　途中で皿の向きを変えると均一に仕上がる

❺仕上げに茶漉しなどを使って粉糖をふりかける

今回の余りもの食材は…

ロジスティードグループ保養所
サン・アンド・サン荘 伊豆高原

料理人が教える

フ
〝

牛
乳
や
玉
子
の
賞
味
期
限
が
近
い
こ
と
に
気
が
つ
い
て
焦
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
？　

そ
ん
な
時
に
こ
の
簡
単
デ
ザ
ー
ト
レ
シ
ピ
を
知
っ
て
い
る
と
重
宝
し
ま
す

な
ん
と
、牛
乳・玉
子・小
麦
粉・砂
糖
を
混
ぜ
て
電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
す
る
だ
け

バ
ナ
ナ
の
ほ
か
、お
好
み
の
果
物
や
ト
ッ
ピ
ン
グ
で
ア
レ
ン
ジ
も
楽
し
め
ま
す

小麦粉を使わないとプリンのようなつるんとした仕
上がりになるが、小麦粉を加えると、カスタードクリ
ームとスフレの間くらいの食感に。できたてでも、冷
やしてもおいしく食べられる

4
「
わ
だ
ち
」は
漢
字
で
書
く
と「
和
達
」と
あ
て
て
い
ま
す

こ
の「
達
」に
ち
な
ん
で
各
分
野
の
達
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

 

吉
本 

こ
こ
ね
さ
ん

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

「
感
謝
と
集
中
」を
忘
れ
ず

プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
世
界
を
進
ん
で
い
く

北
海
道
札
幌
市
の
高
校
を
卒
業
後
、女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
テ
ス
ト
に
一
発
合
格
し
、プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
と
な
っ
た
吉
本 

こ
こ
ね
さ
ん
。ゴ
ル
フ
は
小
学
３
年
生
の
時
か
ら
習
い
始
め
た
。「
３
６

５
日
の
う
ち
、３
６
０
日
は
練
習
を
し
て
い
た
」と
い
う
中
学
や
高
校
時
代
を
経
て
、今
は
注
目

の
若
手
選
手
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
情
熱
が
冷
め
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
ゴ
ル
フ
の

魅
力
や
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
歩
み
を
聞
い
て
み
た
。
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若
手
が
多
く
活
躍
し
て
い
る
日
本
女

子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
で
今
、
注
目
さ
れ
て
い

る
選
手
の
一
人
が
吉
本 

こ
こ
ね
さ
ん
だ
。

２
０
２
３
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｌ

Ｐ
Ｇ
Ａ
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
・
ツ
ア
ー

２
０
２
３
シ
ー
ズ
ン
第
９
戦
「
ル
ー
ト

イ
ン
カ
ッ
プ 

上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
レ
デ
ィ
ー
ス
」
で
は
プ
レ
ー
オ
フ
の

接
戦
を
制
し
て
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

吉
本
さ
ん
と
ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い
は

幼
稚
園
児
の
時
。
父
親
が
趣
味
で
ゴ
ル

フ
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
元
・

北
海
道
で
行
わ
れ
て
い
た
女
子
プ
ロ
ゴ

ル
フ
の
試
合
を
家
族
で
観
に
行
っ
た
。

「
そ
の
時
に
見
た
女
子
プ
ロ
の
選
手
が

か
っ
こ
よ
く
て
、
私
も
そ
ん
な
ふ
う
に

な
り
た
い
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
」
と
吉

本
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
、
小
学
3
年
生
の
時
か
ら
自

宅
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ゴ
ル
フ

レ
ッ
ス
ン
を
週
に
１
回
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「
そ
れ
が
楽
し
く
て
仕
方
な
く
、
も
っ

と
練
習
が
し
た
い
と
親
に
頼
み
、
小
学

4
年
生
か
ら
は
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
ジ
ュ

ニ
ア
向
け
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
く
れ
る
先

生
の
と
こ
ろ
へ
通
え
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
車
で
10
分
く
ら
い
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
て
、
親
に
送
迎
を
し
て
も

ら
い
な
が
ら
本
当
に
毎
日
通
っ
て
い
ま

し
た
」

　

ま
ず
は
上
手
く
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
が

ボ
ー
ル
に
当
た
る
こ
と
が
楽
し
く
、
次

は
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
に
出
さ
せ
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
て
日
に
日
に
ス
コ
ア
が

良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
う
れ
し
く
、

ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
と
い

う
。
小
学
校
高
学
年
に
な
る
頃
に
は
ゴ

ル
フ
大
会
に
も
出
場
し
、
北
海
道
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
優
勝
、
全
国
小
学

生
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
８
位
な
ど
の

成
績
を
収
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

幼
稚
園
児
の
時
に
抱
い
た

女
子
プ
ロ
選
手
へ
の
憧
れ

よしもと ここね●2000年、北海道札幌市生まれ。プロゴルファー。小学3年からゴルフを始め、札幌光星高校のゴルフ部時代には北海道ジュニアゴルフ選手権競技、PGAジュニアゴル
フ選手権太平洋クラブカップなどで優勝。高校卒業後の2018年、日本女子プロゴルフ協会（JLPGA）の最終プロテストに一発合格し、JLPGA90期生に。2020年の日本女子オープンゴル
フ選手権で７位、JLPGAステップ・アップ・ツアー2023シーズン第9戦「ルートインカップ 上田丸子グランヴィリオレディース」で優勝など、将来が有望視されている。不二サッシ所属。
2023年4月にロジスティードとスポンサー契約締結。

　

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
も
「
1
年
３

６
５
日
の
う
ち
、
３
６
０
日
は
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
吉
本
さ
ん
は
、

札
幌
市
に
あ
る
札
幌
光
星
高
校
へ
進
学
。

道
内
で
２
校
し
か
な
い
ゴ
ル
フ
部
が
あ

る
高
校
の
１
校
だ
っ
た
。
推
薦
入
試
の

資
格
と
し
て
必
要
な
英
検
３
級
も
取
得

し
た
。

「
札
幌
光
星
高
校
は
進
学
校
で
も
あ
っ

た
の
で
、
中
学
の
時
か
ら
勉
強
も
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
へ
の
情
熱
が
冷

め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
し
、
プ
ロ

を
め
ざ
し
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ

の
世
界
の
厳
し
さ
も
感
じ
取
っ
て
い
た

の
で
、
も
し
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
時

に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
勉
強
も
き
ち
ん
と

し
て
お
こ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
高
校

で
は
英
検
準
2
級
に
合
格
し
ま
し
た
」

と
吉
本
さ
ん
。

　

高
校
で
は
も
ち
ろ
ん
ゴ
ル
フ
部
に
所

属
。
部
活
の
時
間
は
、
顧
問
の
先
生
が

運
転
し
て
く
れ
る
「
部
バ
ス
」
と
呼
ば

れ
る
バ
ス
に
乗
っ
て
ゴ
ル
フ
練
習
場
や

コ
ー
ス
に
行
き
、
ラ
ウ
ン
ド
を
回
っ
た

り
し
た
。
北
海
道
内
や
全
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
大
会
で
好
成
績
を
残
し
、
高
校
3

年
生
の
時
に
は
Ｊ
Ｇ
Ａ
（
日
本
ゴ
ル
フ

協
会
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
を
果

た
し
た
。

　

そ
ん
な
高
校
時
代
の
思
い
出
は
「
修

学
旅
行
」。
５
日
間
ほ
ど
の
日
程
で
、
長

崎
や
福
岡
な
ど
九
州
を
巡
っ
た
が
「
実

は
内
緒
で
短
め
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を

持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
５
日
間
、
ゴ
ル

フ
の
練
習
が
で
き
な
い
こ
と
が
不
安

だ
っ
た
ん
で
す
。
夜
、
み
ん
な
に
隠
れ

て
素
振
り
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
」

と
笑
い
な
が
ら
教
え
て
く

れ
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
た
２
０

１
８
年
、
日
本
女
子
プ
ロ

ゴ
ル
フ
協
会
（
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｇ

Ａ
）
の
最
終
プ
ロ
テ
ス
ト

で
一
発
合
格
し
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
て

プ
ロ
と
な
っ
た
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
と
プ
ロ
の
違
い
を
尋
ね

る
と
「
ア
マ
チ
ュ
ア
時
代
は
地
元
の
試

合
だ
っ
た
り
す
る
と
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ィ
ー
を
払
え
ば
出
場
で
き
ま
し
た
。

プ
ロ
は
試
合
に
出
る
こ
と
も
当
た
り
前

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
試
合
に
出
る
た
め

の
試
合
が
あ
っ
た
り
、
自
分
で
チ
ャ
ン

ス
を
掴
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
世

界
で
す
」
と
話
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
中
の
全
国
遠
征
も
自
分
で

手
配
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。「
最
長
で

4
カ
月
、
家
に
戻
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
遠
征
は
母
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
空
港
か
ら

会
場
へ
の
レ
ン
タ
カ
ー
の
運
転
な
ど
も

し
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

覚
悟
し
て
い
た
と
お
り
の
厳
し
い
世

界
。
試
合
中
、
調
子
が
落
ち
た
時
な
ど

は
状
況
を
整
理
し
、
自
分
を
落
ち
着
か

せ
、
何
が
悪
い
の
か
原
因
を
探
り
、
ど

う
修
正
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
込
む
タ

イ
プ
だ
と
い
う
。

　

そ
ん
な
吉
本
さ
ん
に
と
っ
て
、ゴ
ル
フ

の
魅
力
は
「
自
然
の
中
で
行
わ
れ
る
こ

と
」
に
あ
る
そ
う
だ
。「
ゴ
ル
フ
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
自
然
と
の
戦
い
と
い

う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
天
候
に
左
右
さ

れ
、
グ
リ
ー
ン
の
状
況
も
日
々
変
わ
り

ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
攻
略
し
て
い
く
か

考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、そ
こ

が
お
も
し
ろ
さ
に
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

上／ゴルフのマイボールには「感謝と集中」という文字をスタ
ンプしている。応援・サポートしてくれる人々への感謝を日々忘
れない。下／使用頻度が高いというハイブリッド5番のクラ
ブ。体格的にも飛距離が出るタイプではないが、100ヤード以
内の精度を上げて、バーディを狙っていくゴルフをめざす。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
ま
ず
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ツ
ア
ー
で
の
優
勝
。
そ
の
後
は
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ツ
ア
ー
出
場
の
シ
ー
ド
選

手
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

　
「
私
は
飛
距
離
を
出
せ
る
選
手
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
難
し
い
と
こ
ろ
は
し
っ
か

り
パ
ー
セ
ー
ブ
し
、
チ
ャ
ン
ス
は
逃
さ

な
い
プ
レ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。
フ
ェ
ア

ウ
ェ
イ
の
キ
ー
プ
率
は
高
く
、
ボ
ギ
ー

が
少
な
い
こ
と
も
私
の
強
み
で
す
。
曲

が
ら
な
い
よ
う
に
打
て
る
と
い
う
こ
と

は
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
積
み
重
ね
の
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝

も
日
々
忘
れ
な
い
。
吉
本
さ
ん
の
ゴ
ル

フ
ボ
ー
ル
に
は
「
感
謝
と
集
中
」
と
い

う
言
葉
が
ス
タ
ン
プ
さ
れ
て
い
る
。

「『
感
謝
と
集
中
』
は
高
校
の
ゴ
ル
フ
部

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
。
い
い
言
葉
だ

と
思
っ
て
、
い
つ
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

マ
イ
ボ
ー
ル
に
ス
タ
ン
プ
し
て
い
ま
す
。

応
援
し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
の

方
々
か
ら
い
つ
も
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
私
も
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
恩
返

し
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
集

中
力
を
持
っ
て
ゴ
ル
フ
に
向
き
合
っ
て

い
き
ま
す
」
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

シーズン中は札幌市にある実家を空けることが多くな
り、飼っている犬と猫に会えなくなるのが寂しいとい
う。オフの時にかわいがったり、地元の友人と食事に行
くことが楽しみだ

北
海
道
で
２
校
し
か
な
い

ゴ
ル
フ
部
の
あ
る
高
校
へ

プ
ロ
の
厳
し
さ
と
は

マ
イ
ボ
ー
ル
に
刻
ん
だ
言
葉

「
感
謝
と
集
中
」
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細 谷 翔 馬

「ロジスティードに
  来たのは世界を
  めざしたいからです」 

帝京大学で3年・4年生時に箱根駅伝に出場し、
2年連続で区間賞を獲得した細谷 翔馬さん
大学卒業後は天童市役所で公務員をしながら陸上を続けていましたが
2023年5月、ロジスティード陸上部に入部、
陸上に対する思いを聞きました。

ロジスティード陸上部
選手たちの

vol  

Shoma Hosoya

ONとOFF
4

陸
上
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
？

小
学
生
の
頃
か
ら

陸
上
が
好
き

で
す
か
？

父
が
地
元
（
山
形
県
寒
河
江
市
）
の
陸

上
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
の
で
、

そ
こ
に
小
学
２
年
生
の
時
に
入
り
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
習
い
事
を
し
て
み
る

と
い
う
感
じ
で
陸
上
を
始
め
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
は
？

中
学
校
に
は
陸
上
部
が
な
く
、
運
動
部

が
ま
と
ま
っ
た
よ
う
な
ア
ス
リ
ー
ト
部

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
部
し

な
が
ら
引
き
続
き
陸
上
ク
ラ
ブ
で
練
習

し
て
い
ま
し
た
。

高
校
時
代
の
陸
上
生
活
は
？

帝
京
大
学
で
は
３
年
、４
年
生
時
に

箱
根
駅
伝
出
場
。２
年
連
続
で
５
区
の

区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た

入
学
し
た
頃
は
周
り
と
比
べ
て
力
が
あ

る
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
ケ
ガ
を
せ
ず
、
継
続
的
に
練
習
を

続
け
た
成
果
が
大
学
時
代
の
後
半
で
出

ま
し
た
。
個
人
の
練
習
の
時
に
も
し
っ

か
り
考
え
を
持
っ
て
、
距
離
を
踏
ん
で

い
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

東
北
高
校
（
宮
城
県
仙
台
市
）
に
進
学

し
て
陸
上
を
続
け
ま
し
た
。
寮
生
活
だ

っ
た
の
で
す
が
、
身
の
回
り
の
こ
と
を

自
分
で
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

親
の
あ
り
が
た
み
を
知
り
ま
し
た
ね
。

高
校
２
年
の
夏
頃
ま
で
は
上
手
く
走
れ

な
く
て
、
中
学
生
の
頃
の
タ
イ
ム
よ
り

も
遅
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
環
境
の
変

化
が
影
響
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
い
い
経
験
を
し
ま

し
た
。

そ
う
で
す
ね
。
小
学
生
の
時
は
父
と
親

子
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
り
、
地
区
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
小
学
生
の
部
に
出
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
成
績
は
ま
あ
ま
あ

と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
（
笑
）。
陸
上
ク

ラ
ブ
自
体
が
長
距
離
メ
イ
ン
の
ク
ラ
ブ

だ
っ
た
の
で
、
自
然
と
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

長
距
離
種
目
の
ほ
う
へ
進
み
ま
し
た
。

あ
と
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
正
月
の
箱
根

駅
伝
を
テ
レ
ビ
で
観
て
い
ま
し
た
。
自

分
も
そ
こ
で
走
り
た
い
な
、
と
い
う
思

い
は
そ
の
頃
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
。

好
き
な
食
べ
物
は
？

卵
料
理
な
ら
何
で
も
好
き
で
す
。
甘
い

も
の
も
好
き
で
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
よ

く
食
べ
て
い
ま
す
。
ス
イ
ー
ツ
の
店
に

行
っ
た
り
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
練

習
の
合
間
に
コ
ン
ビ
ニ
で
買
う
程
度
で

す
が
。
あ
と
、
ラ
ー
メ
ン
も
好
き
で
す

ね
。
地
元
近
隣
の
山
形
市
は
ラ
ー
メ
ン

消
費
額
日
本
一
な
ん
で
す
よ
。

1415



陸
上
以
外
の

ス
ポ
ー
ツ
は
？

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
陸
上
部
に
入
部
し
た

き
っ
か
け
と
感
想
は
？

サ
ッ
カ
ー
観
戦
は
し
ま
す
。
昔
は
そ
れ

ほ
ど
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

は
「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
」
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

自
分
の
中
で
、
世
界
な
ど
上
の
大
会
を

め
ざ
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く

な
っ
て
、
実
業
団
で
し
っ
か
り
走
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校

時
代
、
陸
上
競
技
部
の
顧
問
の
先
生
の

伝つ

手て

で
別
府
監
督
と
少
し
面
識
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
を
い

た
だ
い
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
思
い

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド

陸
上
部
に
迎
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

入
部
し
た
ら
、
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手

ば
か
り
で
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
、
し
っ
か
り
考
え
を
持
っ
て
走

っ
て
い
る
し
、
仲
良
く
も
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
会
社
の
み
な
さ
ん
も
応
援
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
環
境
で
す
。

ほそや しょうま●2000年生まれ、山形県寒河江市出身。東北高校、帝京大学卒業。帝京大学
駅伝競走部では3年、4年生時に箱根駅伝に出場し、2年連続で5区区間賞を獲得。同4年生時
の3月に出場した東京マラソンで日本学生歴代3位（当時）の2時間9分18秒を記録。大学卒業後
の2022年、天童市役所に入職。2023年5月、ロジスティードに入社し陸上部に所属する。

こ
れ
か
ら
の

目
標
は
？

マ
ラ
ソ
ン
で
世
界
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
大
学
4
年
生
の
時
、
東
京
マ
ラ
ソ

ン
で
記
録
し
た
2
時
間
9
分
18
秒
（
当

時
の
日
本
学
生
歴
代
3
位
）
を
上
回
る

成
績
を
ま
だ
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。２
０
２

４
年
2
月
末
に
あ
る
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
で

2
時
間
9
分
を
切
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
1
月
下
旬
に
実
施
）

駅
伝
で
も
主
力
と
し
て
チ
ー
ム
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

※
２
月
25
日
開
催
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
出
場

19
位
２
時
間
９
分
５
秒

（
チ
ー
ム
最
高
記
録
・
自
己
新
記
録
）

し
っ
か
り
陸
上
に
打
ち
込
め
る

あ
り
が
た
い
環
境
で
す

趣
味
は
？

散
歩
で
す
。（
大
学
時
代
の
）
コ
ロ
ナ
禍

の
時
、
外
出
自
粛
で
何
も
で
き
な
く
な

り
散
歩
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
よ
く
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
松
戸
市
に
あ
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
都
心
に
も
出
や

す
い
の
で
、
特
に
目
的
も
決
め
ず
に
歩

い
て
、
ど
ん
な
店
が
あ
る
の
か
と
か
、

そ
ん
な
こ
と
を
見
た
り
し
な
が
ら
歩
い

て
い
ま
す
。

天
童
市
役
所
で
は
産
業
立
地
室
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
定
時
勤
務
の
後
、
個
人

で
の
練
習
と
な
っ
た
の
で
、
や
は
り
大

変
で
し
た
。
た
だ
、
山
形
県
に
は
山
形
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
と
い
う
市
町
村
対

抗
の
駅
伝
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
大

会
に
出
場
す
る
選
手
の
方
と
練
習
す
る

機
会
も
あ
っ
て
が
ん
ば
れ
ま
し
た
。
箱

根
駅
伝
と
も
違
っ
た
、
地
元
な
ら
で
は

の
一
体
感
も
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

大
学
卒
業
後
は

天
童
市
役
所
に

入
職
し
公
務
員
に

な
り
ま
し
た
ね

市
役
所
時
代
は
ど
の
よ
う
に
陸
上
を
？

は
い
。
正
直
な
と
こ
ろ
で
言
え
ば
、
実

業
団
か
ら
声
が
か
か
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
一
度
地
元

へ
帰
り
、
地
元
で
活
躍
し
て
み
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

２
０
２
４
の

結
果
に
つ
い
て
は
？

み
ん
な
、
練
習
は
し
っ
か
り
で
き
て
い

て
、
強
い
気
持
ち
で
大
会
に
臨
め
た
の

で
す
が
、
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
チ
ー
ム
全
体
で
気
持
ち
を
切
り

替
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
識
を
高
く
持
っ

て
次
に
臨
も
う
と
話
し
合
い
を
し
て
い

ま
す
。

大
学
時
代
の
思
い
出
は
？

３
年
、
４
年
生
の
時
に
コ
ロ
ナ
禍
が
あ

り
ま
し
た
。
寮
生
活
な
の
で
、
一
人
で

も
感
染
者
が
出
る
と
感
染
が
拡
大
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
外
出
が
基
本
的

に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
公
共

交
通
機
関
を
使
わ
な
い
こ
と
は
徹
底
し

て
い
ま
し
た
。
飲
食
物
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
は
ぎ
り
ぎ
り
Ｏ
Ｋ
と
な
っ
て
い
た
の

で
、
寮
の
食
事
が
な
い
週
末
、
近
所
の

店
で
「
す
た
丼
（
豚
バ
ラ
肉
を
載
せ
た

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
な
丼
）」
を
買
っ

て
き
て
寮
で
食
べ
る
こ
と
が
唯
一
の
楽

し
み
で
し
た
。

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
は
？

東
京
都
台
東
区
に
本
社
が
あ
る
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ー
ド
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
本
部
業
務
課
で
週
２
回
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で
勤
務
し
て

い
ま
す
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
グ
ル
ー
プ

保
養
所
（
サ
ン
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
荘
伊

豆
高
原
）
の
利
用
状
況
取
り
ま
と
め
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
み
な

さ
ん
は
陸
上
の
こ
と
を
聞
い
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
実
際
に
応
援
に
き
て
く
だ
さ

っ
た
り
し
て
、
う
れ
し
い
で
す
。

　

い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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全国フォークリフト運転競技大会「一般の部」で優勝！
─中野 裕貴さんに喜びの声を聞きました─

全国トラックドライバー・コンテスト「4トン部門」に初出場し２位入賞！
─横井 宏彰さんの次の目標は？─

　2023年10月21日・22日に茨城県で開催された「第55回全国トラックド
ライバー・コンテスト」（主催：公益社団法人全日本トラック協会）の「4トン
部門」に出場し、初出場で2位入賞を果たしたロジスティード西日本（株）
の横井 宏彰さん（京都府）に大会を振り返っていただき、今後の目標など
を聞きました。
　ロジスティード西日本（株）に入社し、まもなく5年となる横井さんは現
在27歳です。以前は空調設備の会社に勤めていましたが、空調機器を運
んでくるトラックドライバーを見て、憧れを抱いたそうです。「それで自分
も運送業界をめざそうと思い、免許を
取りに行きました。その後、転職先を
探している時にロジスティードがト
ラックドライバー・コンテストに力を入
れていて、優勝も含め上位入賞の成
績を収めている方が多いと知り、入
社を志望しました」と話します。
　そして、昨年の大会に初めて出場。
まずは京都府大会で優勝し、全国大
会へ進みました。その全国大会での
成績は学科・実科競技計1000点満点
で972点。優勝者は979点で、7点差
で優勝を逃しました。
　「満点までは28点ですが、そのうち
の15点が学科で落とした点数です。3

　2023年9月30日・10月1日に愛知県で開催された「第38回全国
フォークリフト運転競技大会」（主催：陸上貨物運送事業労働災害防
止協会）の「一般の部」で優勝し、厚生労働大臣賞を受賞したロジス
ティード西日本（株）の中野 裕貴さん（山口県）に大会を振り返ってい
ただき、喜びの声などを聞きました。
　もともと「興味本位で」大会への参加を決めた中野さんは、前回大
会（2022年）も全国大会に出場していました。その時は学科競技が伸
びずに結果は5位に。「それまで運転がうまければいけるだろうと、学
科の準備は本気でやれていませんでした。今回は学科の自主勉強に
も取り組み、大会に臨みました」と中野さん。その結果、学科競技で
は300点満点で288点の成績を収め、優勝の決め手となりました。
　そのほか、点検競技は
100点満点で100点、運
転競技は600点満点で
5 8 0 点の成 績でした。

「運転競技のことは緊張
していたのかあまり記憶
がありません。高得点が
取れたのは、練習の積み
重ねで体で覚えていたか
らだと思います。（優勝
者として）最後に名前が

読み上げられた時は鳥肌が立つほどうれしかったです。大会に向けて
ていねいに指導してくださった先輩方、練習時間のために仕事の分
担を減らしてくれたり、応援くださる職場のみなさんに感謝していま
す」と話していました。
　これからの目標を尋ねると「次の大会には同じ営業所の後輩が出
場するので、今度は指導役としてサポートしていきます。あとは、いつ
かトラックに乗ることになったらドラコン（全国トラックドライバー・コン
テスト）にも挑戦してみたいです。まずは免許を取るところからですけ
ど（笑）」と教えてくれました。

問ミスしました。満点を取るつもりで勉強していたのですが、緊張してい
たのか、詰めが甘かったのか、それで部門１位と内閣総理大臣賞に至りま
せんでした」と振り返ります。
　今後の目標を尋ねると「次の大会に出場し、全国で部門１位、そして内
閣総理大臣賞を獲ることです。練習のための合宿参加などで仕事を抜け
る私のフォローをしてくださったり、応援してくださる職場のみなさんの期
待に応えるため、普段から安全運転を行い、大会に向けての準備をして
いきたいと思います」と話していました。

太陽の塔の内部にある「生命の樹」はとても迫力があり、脈々と続いてきた
生命が今につながっているのだと考えさせられました。実家がICの近くにあ
り、また家業もSAに関係するものなので特集した高速道路には昔から親
近感を抱いていました。今でもICから、芝生の周りをぐるりと回って高速道
路に入る瞬間がワクワクします。（谷野）

散歩はあてもなく歩くタイプで、道に迷うこともしばしば。結局遠回りにな
ってしまうこともありますが、「道はつながっている」というどこかお気楽な
気持ちでいることで、新しい発見があったりします。いろいろな道を歩くこ
とで視野が広がるように、日々の生活も柔軟な思考で物事を見るように心
掛けたいと思います。（金田）

編 集 後 記

ロジスティードグループの「現在」をお届けします

自走式多軸トレーラの共同運営に関する業務提携
～社会インフラ整備で協力体制を構築～

マレーシア（セランゴール州）に
ITの現地法人を設立

バンテックとバンテックイーストが
太陽光発電設備完工式を挙行

地元の上三川町と災害時防災協定を締結

LNG輸送初出荷記念式典挙行

CDP気候変動レポート4年連続
「A-（Aマイナス）」評価獲得

「2024さっぽろ雪まつり」出展
トップイーストリーグAグループ昇格

SSCV®-Safetyの「予測する」システムで特許取得

（株）宇徳とロジスティード（株）は、自走式多軸トレーラを利用した
輸送事業において、共同運営によりオペレーション効率の向上を図
る業務提携契約を締結し、1月より運用開始しました。

ロジスティードソリューションズ（株）は、マレーシアのセランゴール州に
「LOGISTEED Solutions Asia-Pacific Sdn. Bhd.」を設立
し、1月より営業開始しました。マレーシアを中心にアジ
ア太平洋地域のハブ拠点としてロジスティックITソリュー
ションにフォーカスした関連事業を展開します。

（株）バンテック・（株）バンテックイーストは、2023年12月13日にバン
テックイースト栃木営業所で太陽光発電設備の完工
式を挙行し、あわせて栃木県河内郡上三川町との災
害時防災協定を締結しました。

ロジスティード北日本（株）のLNG（液化天然ガス）輸送の初出荷日と
なる2023年１１月３０日に、北海道LNG（株）の石狩LNG基地内の石狩
出荷センターにて記念式典が開催されました。

ロジスティード（株）は国際環境非営利団体CDPより、「気候変動レ
ポート2023」にてその取り組みや情報開示が優れた
企業として、リーダーシップレベルである「A-（Aマイ
ナス）」の評価を4年連続で受けました。

ロジスティード（株）は2月4日〜11日に北海道札幌市で開催された
「2024さっぽろ雪まつり」で大通会場に小雪像と特設ブースを展示
しました。

ロジスティード東日本（株）の選手が9名所属する茨城県日立市を拠
点に活動しているラグビーチーム「日立Sun Nexus（サン ネクサス）
茨城」は2024シーズンからトップイーストリーグＡグループへ昇格す
ることが決定しました。引き続き温かい応援をよろしくお願いします。

ロジスティード（株）は、安全運行管理ソリューション「SSCV®-
Safety」の機能のうち、ドライバーの事故リスクを予測
するシステムについて、特許を取得しました。

Topics

ロジスティードの
「マルチキャリア」

LNG輸送車

ライトアップされた
雪像

ロジスティード
東日本（株）の
選手たち

「QRコード」を読み取ると、ロジスティードのWebサイトから詳細がご覧になれます。「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

発明名称
特許番号
登 録 日
特許権者

運転の危険リスクを予測するシステム
特許第7334057号
令和5年（2023年）8月18日
ロジスティード株式会社

●特許の概要

ロジスティード西日本（株）笠戸第一営業所の中野さん 大会で真剣な表情で運転競技に臨む

ロジスティード西日本（株）大山崎AE営業所の横井さん 普段は4トン以外のトラックも運転する
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